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№ D-8 

【様式２】 

部門名： 
校内研修プログラム開発・実践部
門 

エントリー名： 

愛知県立南陽高等学校 

活動名： 
実践的ミドルリーダーの育成 
学校訪問を通した課題解決の提案 

解決すべき課題：  

本校勤務３年以内の教員が 42％を占め,全体の平均年齢は 38.3歳と学校教員統計調査（H28）の 46
歳に比べて非常に若く,学校を維持・発展させていくために,ノウハウの継承やミドルリーダーの育成は早急に対応
すべき課題であった。学校も総合学科改編後 10 年が経過し,更なる発展が求められていたことから,組織力向
上を目的として,分掌が持つ喫緊の課題に目を付けた。生徒指導部は,年間の遅刻数が近年横ばいの状況が
続いていたことから「遅刻指導」。進路指導部は,総合学科発表会の質を高めるために「総合学科発表会の更
なる充実」など,各分掌の現場目線の課題解決を行うことで,足場固めを目指した目標設定を行った。 

目標・方針：  

目標を「各分掌の課題解決」と「ミドルリーダーの育成」とし,「更なる高みを目指す」という方針の下,各分掌よりミ
ドルリーダーになりうる人材を推薦してもらい,各分掌の課題解決に向けた学校訪問を実施し,担当者に課題解
決の提案までしてもらう,「学校訪問」を通した実践的な研修にすることにした。各分掌の課題の把握と,学校訪
問によるノウハウの継承,提案を通した調整等を通じて,両目標を達成することを目指した。【図１】 

活動内容：  

①ミドルリーダーとなりうる人材を各分掌に推薦してもらい,委員会組織としてスタート【図２】。②分掌内での課
題調整,訪問希望校の提案,委員会組織内での課題共有【図３】を実施し,委員会内の意識統一を図る。③
訪問を希望した高校に出向き,課題解決に繋がると考えられる取組等を説明してもらう。④報告書としてまとめ,
その内容を委員会で報告【図４】。⑤委員会での報告で得られた各校の取組を各分掌に持ち帰り,提案書を
作成【図５】。⑥提案内容の実践。という流れで各分掌の課題解決とミドルリーダーの育成を行った。 

活動の成果：  

学校訪問の結果,生徒指導部による毎月の遅刻指導は,毎月の遅刻の状況を見て実施していたものを,３年
間累計で回数ごとに段階的指導を行うことにした。その結果,年間の遅刻回数が過去 3 年間横ばいの状況で
推移していたが,指導を改善したことで大きく改善された【グラフ１】。総合学科発表会も系列別の発表や審査・
表彰制度を組み込み,教員の事後アンケートでは「見てきた中で最も印象に残った発表会だった」という意見が
出るほど高いレベルの発表会にすることができた【図６】。この学校訪問を契機に,上記以外にも,式典・学校行
事・制服など各分掌で様々な「改善」がされ,学校全体に改善を促す面でも非常に効果が高かった。 
学校訪問を行った先生方に研修の効果を聞くと,「色々な分掌の課題から視野が広がった」,「調整力は分掌運
営,学校全体を巻き込んでいく上で非常に役に立った」,「改善したい部分は問題意識を持って実践例を聞ける
ことが非常に良かった」,「これまで勤めた学校以外のノウハウを知ることができ,引き出しが増えた。何か改善をす
る際は,これからも他校の事例を参考にしたい。」など,視野の広がりや調整力,改善・提案力の向上が見られ,愛
知県教員育成指標【図７】の目指すステージから見てもミドルリーダーの育成に効果があったと言える。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  

・様々な学校の「ノウハウを継承する」ことで,効果的・効率的に学校全体の運営レベルを高めることができる。 
・学校が抱える課題を,学校訪問を通して,解決できるよう「提案する」ことで学校の課題解決に直結する。 
・管理職だけでなく,現場の教員が「全ての分掌の課題を把握することで,学校全体を見る視点を持つことができ
る」ことから,ミドルリーダーとしての課題意識を身につけることができる。 
・課題の設定や提案を各分掌で「調整をしてもらう」ことで,影響を与えるミドルリーダーの育成に繋がる。 

図１：学校課題解決とミドルリーダー育成概念図          図２：委員会組織図 

 

 

 

 

 

 

図３：各分掌課題 学校訪問質問項目（抜粋）   図４：学校訪問報告書（一部）       
総務部 ・広報活動,総合学科としての校内・校外の取

組,学校の特色・強みなど 
教務部 ・基礎力養成の手段 
進路指導部 ・補習の実施時間帯と,部活動との住み分け方 

・学習・模試受験に生徒の目を向けさせる方法 
生徒指導部 ・携帯電話の使用基準について 

・遅刻指導の指導方法について。 
保健部 ・特別支援,教育相談について（実態,体制等） 
生徒会部 ・学校行事のあり方の研究（文化祭,体育祭の時

期と内容） 

 

 

 

 

 
   

 

126
0 15

-387-500

0

500

H27 H28 H29 H30

過去３年分の遅刻数変化（平成28年度を基準と
した増減数）

H27

H28

H29

H30

•③報告と提
案

•④改善

•②学校訪問•①課題の発
見と共有

・各分掌課題の共有 
・学校全体を見る視
点の育成 
・分掌での調整力の
育成 

 

・自分掌改善案の
実践 
・他分掌,教員との
調整力育成 
・実施後の評価 

 

・目的をもった課
題解決 
・学校訪問を通し
た渉外力の育成 
 

・訪問内容まとめ 
・全分掌との共有 
・自分掌課題の改
善案の提案 
・提案力と調整 
力の育成 
 

校長・教頭
（管理職）

総務部代表

教務部代表

進路指導部代
表

生徒指導部代
表

保健部代表

生徒会部代表

座長（委員会
取りまとめ）

※各分掌の代表はミドル

リーダー層で構成 

学校が抱える課題解決とミドルリーダーの意識・能力の強化 

図５：学校訪問提案書（一部） 図６：表彰制度を取り入れた総合学科発表会 

※ 下線はミドルリーダーに求められる力として養われる力を示している 

※ 参考：全校生徒 693名（令和元年 9月 1日現在） 

グラフ１：遅刻数の経年変化 図７：愛知県教員育成指標（教諭）抜粋 

※ 「学級・学年経営・学校運営」項目のミドルリーダーに求められる力 


